








はじめに: 

乳幼児歯科保健の目的は,この時期の齲蝕の発生を抑えることで足れりとされるものでは

なく,口腔の健全な構造的,機能的発達を促すことにある。 

現代においてこれを達成するには,口腔環境の汚染に加えて,近年急速に進行しつつある咀

嚼器官の退化という概念を据える必要がある。すなわち,健全な口腔の育成の基盤として,

顎口腔の機能を高めて顎骨の発達を促し,口腔の自浄性を高めて歯の汚れを減らすことが

健康教育の主題となる。そして,現代の歯科保健が効果をあげるためには,こうした内容の

健康教育の浸透と保健行動の変容に加えて,個々の歯科疾患に対する予防活動と.その抑制

のための治療活動を連動させることが必要である。 

我々は,こうした基本的な考えのうえにたって,健康教育と予防処置と最小限の治療を 1つ

のシステムとして機能させるための総合的な乳幼児歯科保健計画について検討してきた。

昨年度の報告書に詳しく述べたように,その骨子は,健康教育においては.授乳期からの食

指導を中心として,顎発達の促進と口腔の清潔の増進,予防活動としては,口腔の健康度と

発達度の評価のための定期健診と予防処置による齲蝕の発生抑制,治療活動としては,軽症

齲蝕の進行抑制と重症齲蝕の積極的な抜歯.および歯肉炎の処置と咬合誘導などである。 

そこで,こうした内容の実施が,口腔の健全な発達と健康の高揚にどの程度の効果をもつも

のであるかを知り,またその実施の具体的な形態を検討するため,昭和 60 年 6 月から,沖縄

県宮古島地方にモデル地区を設けて,この計画を試行してきた。以下に,これまでの 1年半

あまりにおける経過をふり返り,その成果をまとめて.今後の参考とする。 


